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外
務
省
に
お
け
る
「
明
治
一
五
〇
年
」
施
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
平
成
三
〇

（
二
〇
一
八
）
年
七
月
二
四
日
か
ら
八
月
二
三
日
ま
で
、
北
海
道
立
文
書
館
に
お

い
て
、
北
海
道
立
文
書
館
（
以
下
、「
道
立
文
書
館
」
と
す
る
。）
と
外
交
史
料
館

に
よ
る
共
催
展
示
会
を
開
催
し
た
。

こ
れ
は
、
明
治
一
五
〇
年
を
記
念
し
た
だ
け
で
な
く
、「
北
海
道
」
が
命
名
さ
れ

た
明
治
二
（
一
八
六
九
）
年
か
ら
一
五
〇
年
目
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
明
治
一
五

〇
年
」
と
「
北
海
道
一
五
〇
年
」
の
両
方
を
冠
し
た
企
画
で
あ
る
。
時
代
が
「
明

治
」
と
な
り
「
北
海
道
」
と
命
名
さ
れ
た
頃
の
前
後
、
世
界
の
動
き
に
関
係
し
て

北
海
道
で
起
き
て
い
た
事
象
を
、
歴
史
資
料
を
も
と
に
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
主
旨

の
企
画
と
な
っ
た
。

展
示
に
お
い
て
、
外
交

史
料
館
か
ら
は
、
樺
太
千

島
交
換
条
約
な
ど
、
北
海

道
の
歴
史
に
ゆ
か
り
の
あ

る
条
約
書
な
ど
の
貴
重
史

料
を
出
陳
し
た
。
こ
れ
ら

の
史
料
原
本
が
北
海
道
で

北
海
道
立
文
書
館
と
の
連
携
展
示

「
世
界
史
の
中
の
北
海
道
」

展
示
さ
れ
る
の
は
初
め
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

期
間
中
、
約
一
万
九
〇
〇
〇
人
の
来
場
者
を
得
て
、
大
い
に
盛
況
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
来
場
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
（
任
意
記
入
）
で
も
概
ね
好
評
を
得
た
。
開
催

場
所
が
札
幌
中
心
部
の
観
光
地
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
海
外
か
ら
の
来
場
者
の
割

合
が
高
い
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
っ
た
。

一　

開
催
ま
で
の
経
緯

連
携
展
示
開
催
に
つ
い
て
は
、「
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法
律
」（
平
成
二

一
年
法
律
第
六
六
号
。
以
下
、「
公
文
書
管
理
法
」
と
す
る
。）
に
基
づ
く
「
特
定

歴
史
公
文
書
等
の
保
存
、利
用
及
び
廃
棄
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
お
い
て
、

展
示
会
の
開
催
等
の
取
組
を
通
じ
て
、
国
民
が
歴
史
公
文
書
等
に
触
れ
る
機
会
を

数
多
く
用
意
す
る
こ
と
で
国
民
の
歴
史
公
文
書
等
へ
の
関
心
を
高
め
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
趣
旨
に
鑑
み
、
外
務
省
の
特
定
歴
史
公
文
書
等
を
扱
う
施
設

と
し
て
指
定
を
受
け
て
い
る
外
交
史
料
館
は
、
公
文
書
管
理
法
の
施
行
以
後
、
国

立
公
文
書
館
及
び
宮
内
庁
宮
内
公
文
書
館
と
の
連
携
展
示
「
近
代
国
家
日
本
の
登
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場
―
公
文
書
に
み
る
明
治
―
」（
平

成
二
五
年
度
）、
埼
玉
県
立
文
書
館
と

の
共
催
展
示
「
地
図
ア
ラ
カ
ル
ト
」

（
平
成
二
五
年
度
）、
茨
城
県
立
歴
史

館
と
の
共
催
展
示
「
日
本
外
交
の
あ

ゆ
み
」（
平
成
二
七
年
度
）、
国
立
公

文
書
館
・
デ
ン
マ
ー
ク
国
立
公
文
書

館
と
の
共
催
展
示
「
日
本
と
デ
ン

マ
ー
ク　

文
書
で
た
ど
る
交
流
の
歴

史
」（
平
成
二
九
年
度
）
を
実
施
し

て
き
た
。

こ
れ
ら
に
引
き
続
く
企
画
と
し
て
連
携
先
を
求
め
て
い
た
と
こ
ろ
、
文
書
の
普

及
・
啓
発
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
る
道
立
文
書
館
が
、
北
海
道
庁
旧
本
庁
舎
の
赤

れ
ん
が
庁
舎
と
い
う
観
光
地
と
し
て
の
魅
力
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
相
手
先
と
し
て

申
し
分
な
く
、
当
初
よ
り
優
先
度
の
高
い
候
補
と
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
平
成

三
〇
年
度
に
至
っ
て
同
館
と
の
連
携
が
実
現
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
開
催
に
至
る

ま
で
に
は
時
間
を
か
け
た
調
整
を
行
っ
た
。
以
下
は
そ
の
概
略
で
あ
る
。

（
一
）
平
成
二
七
年
度

最
初
に
、
平
成
二
七
年
度
に
館
員
が
札
幌
に
出
張
し
、
将
来
の
連
携
展
示
開
催

を
打
診
し
た
。
外
交
史
料
館
の
史
料
を
数
点
移
送
し
て
道
立
文
書
館
で
展
示
す
る

イ
メ
ー
ジ
を
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
同
館
の
企
画
展
示
は
平
成
二
六
年
か
ら
始
め

た
ば
か
り
の
新
し
い
試
み
で
あ
る
と
の
こ
と
で
、
貴
重
史
料
を
陳
列
す
る
た
め
に

は
環
境
面
、
設
備
面
の
問
題
点
を
ク
リ
ア
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

具
体
的
に
は
、
展
示
ケ
ー
ス
の
密
閉
性
を
確
保
し
て
温
湿
度
整
備
と
安
全
を
万
全

と
す
る
こ
と
、
展
示
室
の
警
備
体
制
を
確
保
す
る
こ
と
、
と
い
っ
た
諸
条
件
を
整

え
る
猶
予
が
必
要
で
あ
り
、平
成
二
八
年
度
の
開
催
は
困
難
と
の
感
触
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
三
一
年
度
以
降
は
赤
れ
ん
が
庁
舎
が
耐
震
工
事
に
入
る
た
め
、
多
数
の
来

場
者
が
見
込
め
る
展
示
会
を
開
催
す
る
チ
ャ
ン
ス
は
平
成
二
九
年
度
ま
た
は
三
〇

年
度
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
よ
っ
て
、
当
時
の
協
議
で
は
平
成
二
九
年
度
ま
た

は
三
〇
年
度
の
連
携
展
示
開
催
を
目
標
に
、
引
き
続
き
共
同
し
て
の
検
討
を
進
め

る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
後
、
道
立
文
書
館
側
よ
り
、
平
成
三
〇
年
が
「
北
海
道
一
五
〇
年
」
で
あ

る
こ
と
か
ら
こ
れ
を
冠
し
た
展
示
企
画
に
し
て
は
ど
う
か
と
の
提
案
が
あ
っ
た
た

め
、
外
交
史
料
館
と
し
て
も
そ
れ
に
応
じ
る
方
向
で
検
討
を
進
め
た
。

（
二
）
平
成
二
八
年
度

続
い
て
、
翌
二
八
年
度
に
も
館
員
が
道
立
文
書
館
に
赴
き
、
以
下
の
諸
事
項
に

つ
い
て
具
体
的
な
協
議
を
行
っ
た
。

①　

連
携
展
示
の
冠

外
交
史
料
館
よ
り
、
本
展
示
は
も
と
も
と
二
〇
一
八
年
の
北
海
道
一
五
〇
年
記

念
企
画
と
し
て
進
め
て
き
た
も
の
で
あ
る
が
、
同
年
は
明
治
一
五
〇
年
に
も
あ
た

り
、
政
府
と
し
て
こ
れ
を
記
念
し
た
事
業
を
推
進
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
絡

め
て
、
政
府
の
明
治
一
五
〇
年
事
業
と
し
て
も
登
録
申
請
し
、
北
海
道
一
五
〇
年

会場内の様子
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と
明
治
一
五
〇
年
の
両
方
の
タ
イ
ト
ル
を
冠
す
る
こ
と
に
つ
き
理
解
と
協
力
を
求

め
た
。
こ
れ
に
対
し
後
日
、
そ
の
よ
う
に
道
立
文
書
館
と
し
て
の
意
志
決
定
を
す

る
方
向
で
検
討
し
た
い
と
の
感
触
が
得
ら
れ
た
。

②　

展
示
の
テ
ー
マ
と
時
期

道
立
文
書
館
よ
り
、
展
示
の
テ
ー
マ
は
幕
末
か
ら
明
治
初
〜
中
期
を
対
象
と
し

た「
北
海
道
に
関
す
る
対
外
関
係
」の
よ
う
な
も
の
を
想
定
し
て
い
る
と
の
考
え
が

示
さ
れ
た
。
外
交
史
料
館
か
ら
は
、
北
海
道
に
関
係
の
深
い
条
約
書
と
し
て
樺
太

千
島
交
換
条
約
、
日
露
講
和
条
約
（
ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約
）
を
提
示
し
た
こ
と
も
あ

り
、
展
示
内
容
は
ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約
を
ひ
と
つ
の
山
場
あ
る
い
は
目
玉
と
し
て
持
っ

て
く
る
の
が
良
い
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
大
枠
に
つ
い
て
合
意
が
得
ら

れ
、
具
体
的
な
展
示
構
成
に
つ
い
て
は
道
立
文
書
館
側
で
一
案
を
考
え
、
外
交
史

料
館
に
提
示
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

開
催
時
期
に
つ
い
て
、
道
立
文
書

館
の
入
る
北
海
道
庁
旧
本
庁
舎
の
赤

れ
ん
が
庁
舎
は
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し

て
知
ら
れ
て
い
る
た
め
、
夏
場
は
特

に
観
光
客
も
多
く
、
入
場
無
料
な
ら

ば
相
当
の
入
場
者
数
が
見
込
め
る
と

い
う
こ
と
で
あ
り
、
平
成
三
〇
年
夏

季
の
開
催
を
第
一
候
補
と
し
て
進
め

て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

③　

展
示
史
料
の
管
理
方
針

夏
場
に
開
催
す
る
場
合
、
史
料
の
保
存
面
で
は
、
展
示
中
の
温
湿
度
管
理
（
と

り
わ
け
湿
度
）
に
万
全
を
期
す
た
め
、
密
閉
性
の
高
い
ケ
ー
ス
を
確
保
で
き
る
か

が
鍵
と
な
っ
た
。
道
立
文
書
館
は
「
北
海
道
一
五
〇
年
」
や
「
明
治
一
五
〇
年
」

の
冠
を
つ
け
る
か
ら
に
は
大
々
的
に
展
示
し
た
く
、
で
き
れ
ば
条
約
書
の
原
本
を

中
心
に
据
え
て
目
玉
に
し
た
い
と
の
意
向
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
う
し
た
管
理
面
の

ハ
ー
ド
ル
を
い
か
に
克
服
す
る
か
が
課
題
で
あ
っ
た
。
外
交
史
料
館
と
し
て
も
是

非
こ
れ
に
応
じ
た
い
と
考
え
つ
つ
、
関
東
圏
以
外
の
施
設
と
の
連
携
展
示
は
初
の

試
み
で
あ
り
、
北
海
道
に
原
本
を
輸
送
す
る
こ
と
も
初
め
て
と
な
る
こ
と
か
ら
、

条
約
書
の
原
本
を
長
距
離
運
搬
す
る
た
め
に
種
々
模
索
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。

（
三
）
平
成
二
九
年
度
以
降

共
催
館
（
開
催
場
所
）、
展
示
会
の
コ
ン
セ
プ
ト
、
開
催
期
間
が
決
定
し
た
経

緯
は
以
上
の
と
お
り
で
あ
る
。

開
催
に
至
る
ま
で
の
過
程
で
、
外
務
省
が
推
進
す
る
明
治
一
五
〇
年
施
策
の
一

つ
と
し
て
、
内
閣
官
房
の
「「
明
治
一
五
〇
年
」
ア
ー
カ
イ
ブ
関
連
施
策
に
関
す
る

各
府
省
庁
連
絡
会
議
」（
平
成
二
九
年
九
月
二
一
日
の
第
二
回
会
議
）
に
お
い
て
、

他
の
取
り
組
み
と
と
も
に
、
本
展
示
計
画
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

○「
明
治
一
五
〇
年
」ア
ー
カ
イ
ブ
関
連
施
策
に
関
す
る
各
府
省
庁
連
絡
会
議（
第

二
回
）

https://w
w
w
.kantei.go.jp/jp/singi/m

eiji150/archive_renrakukaigi/

dai2/gijisidai.htm
l

な
お
、
陳
列
等
の
詳
細
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
調
整
は
平
成
三
〇
年
に
入
っ
て

道立文書館の入る道庁旧本庁舎赤れんが庁舎
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か
ら
進
め
た
。
当
館
の
展
示
史
料
候
補
と
し
て
樺
太
千
島
交
換
条
約
批
准
書
、
日

露
講
和
条
約
（
ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約
）
調
印
書
の
各
原
本
、
お
よ
び
日
米
修
好
通
商

条
約
の
レ
プ
リ
カ
を
確
定
し
た
。
そ
の
後
、
タ
イ
ト
ル
と
し
て
道
立
文
書
館
の
提

案
に
な
る
「
世
界
史
の
中
の
北
海
道
」
を
採
用
し
た
。
そ
の
よ
う
に
要
所
要
所
で

連
絡
を
と
っ
て
調
整
し
、
開
催
ま
で
の
準
備
を
整
え
て
い
っ
た
。

そ
し
て
、
展
示
会
開
催
の
約
二
週
間
前
か
ら
広
報
を
開
始
し
、
七
月
二
二
日
か

ら
二
四
日
の
三
日
間
で
一
挙
に
展
示
ケ
ー
ス
の
設
置
、
展
示
史
料
の
搬
入
、
会
場

の
設
営
を
行
っ
た
。

二　

開
催
中
の
状
況

開
催
中
は
盛
夏
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
と
り
わ
け
温
湿
度
に
気
を
配
っ

た
。
北
海
道
と
は
い
え
外
気
の
湿
度

は
七
〇
％
を
超
え
る
時
間
帯
も
あ

り
、
道
立
文
書
館
に
お
い
て
展
示

ケ
ー
ス
内
の
環
境
を
毎
日
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
し
て
い
た
だ
い
た
。
幸
い
に
も

気
密
性
の
高
い
ケ
ー
ス
を
確
保
で
き

た
こ
と
か
ら
、
展
示
史
料
の
管
理
環

境
は
一
定
を
維
持
す
る
こ
と
が
で

き
、
問
題
な
く
展
示
期
間
を
こ
な
す

こ
と
が
で
き
た
。

三　

展
示
の
内
容
に
つ
い
て

内
容
の
紹
介
に
替
え
て
、
本
連
携
展
示
の
展
示
解
説
（
目
録
）
を
抜
粋
し
、
以

下
の
通
り
掲
載
す
る
。
な
お
、
史
料
の
画
像
を
含
め
た
同
解
説
書
の
全
体
が
道
立

文
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、外
交
史
料
館
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
内
の
コ
ン
テ
ン
ツ
「
過
去
の
特
別
展
示
・
企
画
展
示
一
覧
」
で
も
紹
介
し
て
い

る
。

○
北
海
道
立
文
書
館
Ｈ
Ｐ
「
企
画
展
」

 http://w
w
w
.pref.hokkaido.lg.jp/sm

/m
nj/gyouji/tokubetsuten/

kikakuten.htm

○
外
交
史
料
館
Ｈ
Ｐ
「
過
去
の
特
別
展
示
・
企
画
展
示
一
覧
」

 https://w
w
w
.m
ofa.go.jp/m

ofaj/annai/honsho/shiryo/archive.

htm
l#section3
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１ 
松
前
よ
り
「
遠
い
」
と
こ
ろ
で

●
ト
ピ
ッ
ク
１
：
ア
イ
ヌ
に
つ
い
て

２ 

箱
館
開
港
、
外
国
人
と
の
交
流

３ 

開
拓
使
設
置
と
北
海
道
命
名

当館からの展示史料
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４ 
国
境
を
め
ぐ
っ
て

●
ト
ピ
ッ
ク
２
：
屯
田
兵
に
つ
い
て

５ 

開
拓
と
官
営
事
業

６ 

外
交
史
料
館
コ
ー
ナ
ー

７ 

「
そ
の
後
」
の
こ
と
／
お
わ
り
に

１ 

松
前
よ
り
「
遠
い
」
と
こ
ろ
で

江
戸
時
代
、
ま
だ
「
蝦
夷
地
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
北
海
道
に
は
松
前
藩
が
あ
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
町
や
村
は
道
南
の
一
部
に
限
っ
て
置
か
れ
、「
松
前
地
」
な
ど

と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
松
前
地
を
除
い
た
部
分
は
、
全
体
と
同
じ
く
蝦
夷
地
と

呼
ば
れ
、
ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
が
住
ん
で
い
ま
し
た
。
蝦
夷
地
と
は
、「
異
民
族
の
住

む
地
」
と
い
う
よ
う
な
意
味
で
す
。
松
前
藩
の
経
済
は
、
ア
イ
ヌ
と
の
交
易
や
蝦

夷
地
の
資
源
を
独
占
す
る
こ
と
で
成
り
立
っ
て
い
た
た
め
、
松
前
藩
は
蝦
夷
地
全

体
を
支
配
範
囲
と
認
識
し
な
が
ら
、
ア
イ
ヌ
以
外
の
人
が
松
前
地
と
蝦
夷
地
を
往

来
す
る
の
を
厳
し
く
制
限
し
、
こ
と
さ
ら
に
異
民
族
の
住
む
「
異
域
」
で
あ
る
と

い
う
位
置
づ
け
も
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
本
拠
を
も
つ
ロ
シ
ア
が
、
勢
力
拡
大
の
一
環
と
し

て
シ
ベ
リ
ア
を
東
進
し
、
一
七
世
紀
に
は
太
平
洋
に
到
達
、
一
八
世
紀
後
半
以
降

樺
太
（
サ
ハ
リ
ン
）
や
千
島
列
島
、
北
海
道
周
辺
に
頻
繁
に
姿
を
見
せ
る
よ
う
に

な
る
と
、
事
情
が
変
わ
り
ま
す
。
欧
米
諸
国
の
間
で
は
、
国
家
は
明
確
な
境
界
線

を
も
ち
、そ
の
内
側
の
土
地
と
住
民
を
排
他
的
に
支
配
す
る
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、

ロ
シ
ア
も
、
進
出
し
た
土
地
の
先
住
民
を
支
配
し
税
を
課
す
な
ど
し
て
、
自
国
の

国
民
に
組
み
込
ん
で
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
千
島
の
ア
イ
ヌ
に
も
及
ぼ
う

と
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
幕
府
や
松
前
藩
は
蝦
夷
地
を
「
異
域
」、
ア
イ
ヌ
を
異
民
族
と
し

て
は
お
く
こ
と
は
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

●
ト
ピ
ッ
ク
１
：
ア
イ
ヌ
に
つ
い
て

鎌
倉
時
代
頃
、
擦
文
・
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
の
影
響
を
受
け
た
ア
イ
ヌ
文
化
が
成

立
し
ま
し
た
。
そ
の
担
い
手
が
ア
イ
ヌ
民
族
で
、
生
活
の
舞
台
は
北
海
道
を
は
じ

め
、
東
北
、
樺
太
（
サ
ハ
リ
ン
）、
千
島
に
及
ん
で
い
ま
し
た
。「
ア
イ
ヌ
」
と
は

ア
イ
ヌ
語
で
「
人
間
」
と
い
う
意
味
で
す
。

ア
イ
ヌ
は
狩
猟
、
漁
労
、
採
集
生
活
を
基
本
と
し
つ
つ
、
ア
イ
ヌ
同
士
や
周
辺

の
他
の
民
族
と
、
さ
か
ん
に
交
易
活
動
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
日
本
の
漆
器
や
刀

剣
な
ど
は
ア
イ
ヌ
の
儀
式
の
祭
器
と
し
て
重
要
な
位
置
を
占
め
、
日
用
の
米
・
酒

な
ど
も
交
易
で
手
に
入
れ
て
い
ま
し
た
。
日
本
へ
は
干
鮭
、
熊
胆
、
鹿
皮
、
ラ
ッ

コ
皮
、
鷹
羽
、
ア
ツ
シ
（
樹
皮
衣
）、
樺
太
経
由
で
山
丹
の
蝦
夷
錦
な
ど
が
入
っ
て

き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
交
易
活
動
に
よ
り
、
ア
イ
ヌ
の
社
会
・
文
化
は
時
代
に
よ

り
、
地
域
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
変
容
を
見
せ
ま
し
た
。

し
か
し
、
江
戸
時
代
の
初
め
頃
に
松
前
藩
が
成
立
し
、
藩
が
対
ア
イ
ヌ
交
易
の

独
占
権
を
得
た
こ
と
で
、
ア
イ
ヌ
の
自
由
な
交
易
は
規
制
を
受
け
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
こ
う
し
た
中
起
き
た
シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
の
戦
い
（
一
七
世
紀
中
頃
）
は

ア
イ
ヌ
の
側
の
敗
北
に
終
わ
り
、
松
前
藩
に
よ
る
ア
イ
ヌ
支
配
が
進
む
こ
と
と
な

り
ま
す
。
さ
ら
に
豊
富
な
水
産
資
源
や
木
材
資
源
に
目
を
つ
け
た
松
前
藩
は
、
漁
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場
や
山
林
の
経
営
を
商
人
に
請
け
負
わ
せ
（
場
所
請
負
制
度
）、
請
負
商
人
は
生
産

力
向
上
の
た
め
ア
イ
ヌ
を
雇
用
、
使
役
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ア
イ
ヌ
の
立

場
は
交
易
相
手
か
ら
漁
場
な
ど
で
の
労
働
者
へ
と
変
質
さ
せ
ら
れ
、
ア
イ
ヌ
は
松

前
藩
や
請
負
商
人
に
従
属
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

明
治
に
な
る
と
新
政
府
は
、
北
海
道
に
お
け
る
統
治
を
強
化
し
、
ア
イ
ヌ
を
日

本
国
民
と
し
て
位
置
づ
け
よ
う
と
し
ま
し
た
。
戸
籍
法
公
布
に
と
も
な
い
ア
イ
ヌ

は
日
本
の
戸
籍
に
編
入
さ
れ
、
日
本
風
の
名
前
が
つ
け
ら
れ
、
学
校
で
は
日
本
語

が
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
開
拓
の
た
め
ア
イ
ヌ
の
居
住
地
を
制
限
し
た
り
、

川
で
の
鮭
漁
、
毒
矢
を
用
い
た
仕
掛
弓
、
耳
環
や
入
墨
、
熊
送
り
な
ど
ア
イ
ヌ
の

伝
統
的
な
習
慣
や
風
俗
は
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。

２ 

箱
館
開
港
、
外
国
人
と
の
交
流

箱
館
（
函
館
）
は
、
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
年
）
の
日
米
和
親
条
約
締
結
に
よ

り
、
下
田
と
と
も
に
食
糧
等
を
補
給
す
る
た
め
の
寄
港
地
と
し
て
開
港
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
安
政
五
年
（
一
八
五
八
年
）
に
米
・
蘭
・
露
・
英
・

仏
の
五
カ
国
と
結
ば
れ
た
修
好
通
商
条
約
で
は
、
箱
館
を
含
む
五
港
は
貿
易
の
拠

点
と
位
置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

嘉
永
七
年
に
ペ
リ
ー
が
箱
館
に
来
た
時
に
は
外
国
人
を
恐
れ
女
性
や
子
ど
も
を

隠
し
た
人
々
も
、
開
港
後
諸
国
の
船
舶
の
往
来
が
増
え
る
に
つ
れ
、
外
国
人
と
交

流
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

時
に
あ
つ
れ
き
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
異
文
化
と
の
接
触
は
欧
米

の
生
活
様
式
や
習
慣
、
先
進
的
な
技
術
に
触
れ
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

３ 

開
拓
使
設
置
と
北
海
道
命
名

明
治
二
年
（
一
八
六
九
年
）
七
月
、
蝦
夷
地
の
開
拓
を
担
当
さ
せ
る
た
め
、
政

府
は
「
開
拓
使
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

同
年
八
月
、
政
府
は
蝦
夷
地
に
「
北
海
道
」
と
い
う
名
称
を
付
け
、
一
一
か
国

八
六
郡
を
置
き
ま
し
た
。
北
海
道
が
日
本
の
領
土
で
あ
る
こ
と
を
、
改
め
て
国
の

内
外
に
宣
言
し
た
の
で
す
。そ
の
中
に
は
千
島
国
五
郡
も
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、

日
露
両
国
民
の
雑
居
状
態
だ
っ
た
樺
太
に
は
国
郡
名
を
付
け
る
に
至
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

こ
の
頃
の
北
海
道
の
最
重
要
課
題
は
統
治
を
強
化
す
る
こ
と
で
し
た
。
そ
の
た

め
に
は
定
住
者
を
増
や
す
必
要
が
あ
り
、
道
路
の
整
備
や
、
農
業
を
は
じ
め
と
す

る
諸
産
業
を
さ
か
ん
に
す
る
こ
と
が
急
務
と
な
り
ま
し
た
。

４ 

国
境
を
め
ぐ
っ
て

江
戸
時
代
末
期
、
ロ
シ
ア
は
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
を
日
本
に
派
遣
し
、
国
交
と
国
境

の
画
定
を
求
め
て
き
ま
し
た
。

日
露
間
の
国
境
に
つ
い
て
は
、
双
方
が
、
ウ
ル
ッ
プ
島
と
択
捉
島
の
間
を
国
境

と
考
え
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
樺
太
（
サ
ハ
リ
ン
）
に
つ
い
て
は
、
日
本
は
北

緯
五
〇
度
以
南
を
自
国
領
だ
と
主
張
し
、
ロ
シ
ア
は
島
内
に
国
境
を
設
け
た
く
な

い
と
主
張
し
ま
し
た
。

日
露
和
親
条
約
（
日
魯
通
好
条
約
）
で
は
、
両
国
の
国
境
は
ウ
ル
ッ
プ
島
と
択

捉
島
の
間
と
決
ま
り
ま
し
た
が
、
樺
太
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
両
国
民
が
居
住
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す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
（
雑
居
）。
し
ば
し
ば
事
件
も
起
き
ま
し
た
が
、
協
力
し

合
う
よ
う
な
状
況
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

明
治
維
新
後
も
、
樺
太
は
日
露
間
で
国
境
を
設
け
な
い
状
態
が
続
い
て
い
ま
し

た
。ロ

シ
ア
が
兵
士
や
受
刑
者
を
組
織
的
に
移
住
さ
せ
て
き
た
の
に
対
し
、
日
本
の

移
民
は
な
か
な
か
定
着
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
黒
田
清
隆
ら
は
、
北
海
道
の
開
拓
に

全
力
を
あ
げ
、
樺
太
は
放
棄
す
べ
き
と
い
う
意
見
を
表
明
し
ま
し
た
。

一
方
、
ロ
シ
ア
も
こ
の
地
域
で
日
本
と
の
間
に
問
題
を
抱
え
る
の
は
得
策
で
は

な
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

両
者
の
利
害
が
一
致
し
た
結
果
、
一
八
七
五
年
、
樺
太
千
島
交
換
条
約
が
結
ば

れ
、
日
本
は
、
千
島
列
島
を
ロ
シ
ア
か
ら
譲
り
受
け
、
代
わ
り
に
樺
太
を
放
棄
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

●
ト
ピ
ッ
ク
２
：
屯
田
兵
に
つ
い
て

開
拓
次
官
黒
田
清
隆
は
北
海
道
の
統
治
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
屯

田
兵
の
設
置
を
立
案
し
て
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

屯
田
兵
は
、
防
衛
と
治
安
維
持
と
開
拓
推
進
の
た
め
北
海
道
に
配
置
さ
れ
た
兵

士
で
、
兵
士
と
な
る
人
は
家
族
ぐ
る
み
で
移
住
し
ま
し
た
。
普
段
は
軍
事
訓
練
の

か
た
わ
ら
家
族
と
と
も
に
農
業
に
従
事
し
ま
し
た
が
、
有
事
に
は
兵
士
の
役
割
を

果
た
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
西
南
戦
争
や
日
清
戦
争
、
日
露
戦
争
に
動
員
さ
れ
ま

し
た
。

当
初
は
失
職
し
た
士
族
（
元
武
士
）
を
救
済
す
る
狙
い
も
あ
っ
た
こ
の
制
度
で
、

主
に
東
北
地
方
出
身
の
人
々
が
応
募
し
移
住
し
ま
し
た
。
後
に
士
族
以
外
も
募
集

対
象
と
な
り
、
初
期
に
は
札
幌
・
室
蘭
・
根
室
な
ど
防
衛
上
重
要
な
地
域
に
置
か

れ
た
兵
村
（
屯
田
兵
と
家
族
が
居
住
し
た
村
）
は
、
徐
々
に
全
道
に
拡
大
さ
れ
て

い
き
ま
し
た
。

制
度
廃
止
ま
で
三
七
兵
村
が
形
成
さ
れ
、
七
三
三
七
戸
の
屯
田
兵
と
そ
の
家
族

が
移
住
し
、
北
海
道
の
開
拓
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

５ 

開
拓
と
官
営
事
業

開
拓
使
は
ア
メ
リ
カ
人
ケ
プ
ロ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
外
国
人
を
雇
い
、
彼
ら
は

農
業
や
工
業
、
鉄
道
敷
設
、
地
質
鉱
物
調
査
、
教
育
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
北

海
道
開
拓
に
指
導
的
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
開
拓
使
は
海
外
に
留
学
生
を
派
遣
し
た
り
、
西
洋
式
の
教
育
を
行
う
札

幌
農
学
校
を
設
置
す
る
な
ど
西
洋
に
通
用
す
る
人
材
の
育
成
に
も
力
を
入
れ
ま
し

た
。開

拓
使
は
生
活
必
需
品
の
自
給
に
加
え
、
輸
出
品
の
製
造
を
め
ざ
し
て
、
農
水

産
物
加
工
や
木
工
品
製
作
な
ど
を
行
う
官
営
工
場
を
建
て
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
工

場
で
作
ら
れ
た
製
品
は
、
世
界
市
場
へ
の
デ
ビ
ュ
ー
を
視
野
に
諸
外
国
の
博
覧
会

に
も
積
極
的
に
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

６ 

外
交
史
料
館
コ
ー
ナ
ー
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（
一
）
日
米
修
好
通
商
条
約
（
レ
プ
リ
カ
）

安
政
五
年
六
月
一
九
日
（
一
八
五
八
年
七
月
二
九
日
）、
日
本
側
全
権
の
井
上
清

直
、
岩
瀬
忠
震
と
ア
メ
リ
カ
総
領
事
ハ
リ
ス
と
の
間
で
調
印
さ
れ
ま
し
た
。
ア
メ

リ
カ
公
使
の
江
戸
駐
在
、
江
戸
・
大
坂
の
開
市
、
神
奈
川
（
横
浜
）
な
ど
の
開
港
、

自
由
貿
易
、片
務
的
領
事
裁
判
の
承
認
、日
本
の
関
税
を
条
約
で
定
め
る
こ
と（「
関

税
自
主
権
の
喪
失
」）
等
が
規
定
さ
れ
ま
し
た
。
幕
府
は
ア
メ
リ
カ
に
続
き
、
イ
ギ

リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ロ
シ
ア
、
オ
ラ
ン
ダ
と
も
同
様
の
条
約
を
結
び
ま
し
た
（
安

政
の
五
か
国
条
約
）。

（
二
）
樺
太
千
島
交
換
条
約
（
批
准
書
）

日
露
間
の
国
境
画
定
交
渉
は
、
明
治
五
年
（
一
八
七
二
年
）
五
月
よ
り
開
始
さ

れ
ま
し
た
。
当
初
、
副
島
種
臣
外
務
卿
が
交
渉
に
あ
た
っ
て
い
ま
し
た
が
、
副
島

が
征
韓
論
争
で
下
野
し
た
た
め
、
榎
本
武
揚
が
駐
ロ
シ
ア
公
使
に
任
命
さ
れ
、
交

渉
が
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
明
治
八
年
（
一
八
七
五
年
）
五
月
七
日
、
日
本
側
全
権
榎
本
、
ロ

シ
ア
側
全
権
ゴ
ル
チ
ャ
コ
フ
外
務
大
臣
に
よ
り
本
条
約
が
調
印
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
日
本
は
千
島
列
島
（
シ
ュ
ム
シ
ュ
島
か
ら
ウ
ル
ッ
プ
島
ま
で
の
一
八

の
島
々
）
を
ロ
シ
ア
か
ら
譲
り
受
け
る
か
わ
り
に
、
ロ
シ
ア
に
対
し
て
樺
太
全
島

を
放
棄
し
ま
し
た
。

（
三
）
日
露
講
和
条
約
（
調
印
書
）

明
治
三
八
年
（
一
九
〇
五
年
）
九
月
五
日
、
日
本
側
全
権
小
村
寿
太
郎
外
務
大

臣
、
ロ
シ
ア
側
全
権
ウ
ィ
ッ
テ
前
大
蔵
大
臣
ら
と
の
間
で
日
露
講
和
条
約
（
ポ
ー

ツ
マ
ス
条
約
）
が
調
印
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
ロ
シ
ア
は
韓
国
に
お
け
る
日

本
の
指
導
権
を
承
認
し
、
旅
順
・
大
連
の
租
借
権
、
長
春
以
南
の
鉄
道
・
付
属
利

権
を
日
本
に
譲
渡
し
、
南
樺
太
を
割
譲
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
日
本
は
朝
鮮
を

勢
力
下
に
置
く
こ
と
に
な
り
、
翌
年
に
は
、
満
州
に
半
官
半
民
の
南
満
州
鉄
道
株

式
会
社
（
満
鉄
）
を
設
立
し
ま
し
た
。

（
四
）
条
約
書
に
つ
い
て
（
調
印
書
と
批
准
書
）

条
約
と
は
、
文
書
の
形
で
な
さ
れ
る
国
家
間
の
法
的
な
約
束
で
す
。
条
約
を
結

ぶ
際
は
、
国
が
選
任
し
た
全
権
代
表
に
よ
っ
て
交
渉
が
行
わ
れ
、
条
約
文
の
内
容

が
確
定
し
た
時
、調
印
書
が
作
成
さ
れ
ま
す
。
各
代
表
は
調
印
書
に
署
名
（
調
印
）

を
行
い
ま
す
。

調
印
書
の
内
容
に
国
が
同
意
表
明
す
る
方
法
の
一
つ
が
批
准
で
す
。
条
約
の
内

容
に
つ
い
て
、
国
内
で
審
議
さ
れ
、
議
会
や
元
首
の
同
意
や
承
認
が
な
さ
れ
る
と

批
准
書
が
作
成
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
締
約
相
手
国
と
そ
の
批
准
書
を
交
換
し
た

り
、
国
際
機
関
に
批
准
書
を
寄
託
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
条
約
は
国
際
的

に
正
式
に
確
認
さ
れ
、
効
力
が
発
生
し
ま
す
。

批
准
書
は
国
の
同
意
表
明
を
示
す
も
の
で
あ
る
た
め
、
国
ご
と
に
異
な
っ
た
デ

ザ
イ
ン
で
作
成
さ
れ
て
お
り
、元
首
等
の
署
名
や
国
璽
（
こ
く
じ
／
国
家
の
印
章
）

が
見
ら
れ
ま
す
。
欧
米
の
も
の
に
は
、「
蠟
缶
（
ろ
う
か
ん
）」
が
付
属
し
て
い
る

も
の
も
あ
り
ま
す
。

（
五
）
蝋
缶
（
ろ
う
か
ん
）

条
約
書
批
准
書
に
つ
な
が
っ
て
い
る
金
属
の
缶
を
蝋
缶
と
い
い
ま
す
。
蝋
缶
に

は
蜜
蝋
（
ミ
ツ
バ
チ
の
巣
か
ら
搾
取
し
た
蝋
）
が
入
っ
て
お
り
、
そ
の
上
に
は
国

璽
が
押
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
国
璽
に
よ
っ
て
、
当
該
国
家
が
同
条
約
を
認
証
し
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た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
金
属
の
缶
は
蝋
に
押
さ
れ
た
国
璽
を
保
管
す
る
た
め
の
も

の
で
、
そ
の
蓋
に
は
国
璽
と
同
紋
様
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
条
約
書
か

ら
つ
な
が
る
紐
は
蝋
缶
を
貫
通
し
、そ
の
先
端
が
総
状
の
飾
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

７ 「
そ
の
後
」
の
こ
と
／
お
わ
り
に

「
箱
館
開
港
、
外
国
人
と
の
交
流
」
そ
の
後

箱
館
（
函
館
）
は
、
日
本
の
中
で
も
早
い
時
期
に
開
港
場
、
貿
易
港
と
な
っ
た

街
で
す
。

幕
末
の
開
港
に
伴
い
、
当
初
は
長
崎
の
出
島
の
よ
う
な
外
国
人
居
留
地
が
計

画
・
造
成
さ
れ
ま
し
た
が
、
実
際
に
は
外
国
人
は
市
中
に
居
住
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
外
国
公
館
や
教
会
な
ど
が
元
町
地
区
に
建
て
ら
れ
、
現
在
の
異
国
情
緒

豊
か
な
街
並
み
を
生
み
出
す
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
西
洋
文
化
の
影
響
を
受
け
、
い
ち
早
く
洋
食
店
や
写
真
館
な
ど
が
開
業

し
ま
し
た
。

函
館
は
天
然
の
良
港
で
古
く
か
ら
本
州
と
の
玄
関
口
で
あ
り
、
ま
た
、
樺
太
・

千
島
方
面
で
の
漁
業
・
商
業
活
動
の
拠
点
で
も
あ
り
ま
し
た
。
後
に
は
北
洋
漁
業

の
基
地
と
し
て
、
あ
る
い
は
青
函
連
絡
船
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
し
て
、
経
済
的
な
重

要
度
を
増
し
て
い
き
ま
し
た
。

し
ば
し
ば
大
火
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
た
び
に
復
興
を
遂
げ
、
和
洋
混

交
の
独
特
な
街
並
み
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
街
並
み
が
人
気
を
呼
び
、
国
内
外
を
問
わ
ず
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ

て
い
ま
す
。

「
国
境
を
め
ぐ
っ
て
」
そ
の
後

樺
太
千
島
交
換
条
約
と
日
露
講
和
条
約
（
ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約
）
に
よ
り
、
千
島

列
島
と
北
緯
五
〇
度
以
南
の
樺
太
は
、
長
ら
く
日
本
の
領
土
で
し
た
。

し
か
し
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
（
昭
和
二
六

年
（
一
九
五
一
年
））
に
よ
り
、
日
本
は
、
千
島
列
島
と
北
緯
五
〇
度
以
南
の
樺
太

を
放
棄
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

た
だ
し
、
北
方
四
島
（
歯
舞
群
島
、
色
丹
島
、
国
後
島
、
択
捉
島
）
は
千
島
列

島
に
含
ま
れ
な
い
と
い
う
の
が
、
日
本
政
府
の
立
場
で
す
。

日
本
政
府
は
、
北
方
領
土
問
題
の
解
決
に
取
り
組
む
中
で
、
昭
和
三
九
年
か
ら
、

元
島
民
に
よ
る
四
島
に
あ
る
親
族
の
墓
地
へ
の
訪
問
（
北
方
墓
参
）
を
、
平
成
四

年
（
一
九
九
二
年
）
か
ら
、
領
土
問
題
解
決
ま
で
の
間
、
相
互
理
解
の
増
進
を
図

り
、
領
土
問
題
の
解
決
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
四
島
交
流
を
、
ま
た
平

成
一
一
年
か
ら
は
元
島
民
及
び
そ
の
家
族
に
よ
る
北
方
領
土
へ
の
最
大
限
に
簡
素

化
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
自
由
訪
問
を
そ
れ
ぞ
れ
行
っ
て
き
ま
し
た
。

北
海
道
本
島
は
地
理
的
に
近
く
、
元
島
民
の
人
数
も
多
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら

の
活
動
に
深
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
サ
ハ
リ
ン
（
樺
太
）
に
つ
い
て
は
、
早
く
か
ら
墓
参
、
親
善
ス
ポ
ー
ツ

交
流
、
学
術
交
流
、
経
済
交
流
、
医
療
交
流
、
日
本
語
指
導
教
員
の
派
遣
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
交
流
を
し
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
平
成
一
〇
年
に
は
、
北
海
道
と
サ
ハ
リ
ン
州
の
間
で
、
友
好
・
経
済
協

力
に
関
す
る
提
携
議
定
書
が
調
印
さ
れ
て
い
ま
す
。
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「
開
拓
と
官
営
事
業
」
そ
の
後

開
拓
使
時
代
に
西
洋
の
技
術
や
農
機
具
、
作
物
な
ど
を
導
入
し
て
進
め
ら
れ
た

農
業
・
牧
畜
は
北
海
道
に
根
付
い
て
い
き
、〝
北
海
道
は
農
業
王
国
〞
の
イ
メ
ー

ジ
が
定
着
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
北
海
道
で
は
西
洋
式
の
大
規
模
農
法
に
よ
っ
て
、
長
い
時
間
を
か
け
て

本
州
と
は
異
な
っ
た
独
特
の
農
村
景
観
が
形
成
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
景
観
が

人
々
を
魅
了
し
、
多
く
の
観
光
客
が
北
海
道
を
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
現

在
で
は
、
国
内
の
み
な
ら
ず
海
外
か
ら
の
観
光
客
も
増
え
て
い
ま
す
。

一
方
、
開
拓
使
時
代
に
は
多
く
の
官
営
事
業
が
試
み
ら
れ
ま
し
た
が
、
民
間
に

引
き
継
が
れ
る
な
ど
し
て
そ
の
ま
ま
継
続
し
て
い
る
も
の
は
、
ビ
ー
ル
な
ど
一
部

に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
官
営
事
業
に
ル
ー
ツ
を
も
っ
て
い
な
く
て
も
、
清
酒
、
澱
粉
、
水
産

物
や
農
産
物
の
缶
詰
、
練
乳
、
麻
製
品
、
ハ
ッ
カ
油
、
て
ん
菜
糖
な
ど
の
加
工
業

が
北
海
道
内
の
各
地
で
行
わ
れ
て
お
り
、
近
年
で
は
、
開
拓
使
時
代
に
試
み
ら
れ

た
ワ
イ
ン
や
ハ
ム
・
ベ
ー
コ
ン
、
チ
ー
ズ
な
ど
の
製
造
が
再
び
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。お

わ
り
に

時
代
が
明
治
に
変
わ
り
、「
北
海
道
」
と
命
名
さ
れ
た
頃
の
前
後
に
、
北
海
道
で

は
世
界
の
動
き
に
関
係
し
て
何
が
起
こ
っ
て
い
た
の
か
、
少
し
で
も
そ
の
姿
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
い
た
だ
け
た
で
し
ょ
う
か
。

北
海
道
立
文
書
館
や
外
務
省
外
交
史
料
館
に
は
、
今
回
ご
紹
介
し
た
幕
末
・
明

治
期
だ
け
で
は
な
く
、
ま
だ
ま
だ
多
く
の
歴
史
資
料
が
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
両
館
と
も
、
今
の
感
覚
で
歴
史
的
な
資
料
だ
と
思
え
る
も
の
だ
け
で
は

な
く
、
将
来
歴
史
資
料
と
な
る
で
あ
ろ
う
文
書
等
を
、
現
在
進
行
形
で
収
集
し
、

保
存
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
資
料
は
、
過
去
を
知
り
、
未
来
へ
の
ヒ
ン
ト
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で

き
る
知
的
資
源
で
あ
り
、
広
く
み
な
さ
ま
に
ご
利
用
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

ぜ
ひ
北
海
道
立
文
書
館
、
外
交
史
料
館
に
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

平
成
三
〇
年
七
月

北
海
道
立
文
書
館

外
務
省
外
交
史
料
館

（
文
責　

濵
田
）


